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目的：羊毛敷布団わたの繰り返し圧縮による性能変化を評価するため、モデル布団の繰り返

し圧縮による厚さ変化を捉え、羊毛繊維の形態特性や力学特性、羊毛わたの圧縮特性との関

係を報告しているI)。本報では、より着用状態を模擬するため、含水率を変化させた時のモ

デル布団の圧縮特性について検討し、布団の性能設計と使用法に関する基礎的知見を得る。

方法：敷布団の標準寸法(1 X 2m)の0.15倍寸法のモデル布団を試料とした。中わた重量は

4kgの(0.15)'倍、側地はガーゼを用いた。中わた素材は繊維直径やクリンプ率の異なる羊

毛わた７種類、比較としてポリエステル(ＰＥＴ)、木綿わたを選定した。モデル布団を温度

20℃一定、湿度35～85 % RHに設定した恒温恒湿器で調湿した後、圧縮特性を計測した。

また、着用模擬試験湿潤法町こよりモデル布団を就寝時相当の圧力343Pa荷重下で7hr圧縮

し、除重後の回復環境の湿度を同様に変化させ、就寝前(171ir後)の厚さの回復を測定した。

結果：加圧時の羊毛とＰＥＴ布団の厚さは､､環境が標準状態65%RHを基準として高湿条件で

で減少し低湿条件で増加する傾向にあった。羊毛布団はクリンプ率が大きい程高湿条件での

厚さの減少が少なく、吸湿による繊維の膨潤やクリンプの発現、繊維のヤング率の低下等の

複雑な関与がみられた。木綿布団は低湿条件での厚さの増加が顕著であった。圧縮レジリェ

ンスは全ての試料で吸湿により減少し放湿により増加する傾向にあり、湿った布団は回復性

が悪いことが示された。着用模擬試験後の布団放置時に、低湿環境では放湿量が多い程、高

湿環境では吸湿量が多い程厚さが回復する傾向にあり、羊毛布団は木綿に比べて厚さ回復が

少なく水分と加圧によるフェルト化の影響が示された。1)奥倉、鋤柄、丹羽：繊消誌,36,594(1995)
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　(日的)ある空隙を与えて身体を衣服で包む時、その空隙内の湿度はある時間遅れを伴って上昇す

るが、その過程や平衡に到達する湿度は衣服の快適性に大きく関係する。この衣服内湿度は布の水

分移動特性によって決まる。本研究では、布の水分移勁特性に関する基木的な物性値を測定するこ

とによって衣服内湿度を予測する方法を提出する。

　方法)実mの衣服着用による皮膚／衣服内／衣服／外環境系の水分移勁の概念を平板モデルでモ

デル化し、発汗により水分が飽和した状態の皮膚を布で覆ったとき、皮膚と布との間の空隙に形成

される衣服内湿度を予測する。初期条件は空隙の湿度は外環境の湿度と等しく、皮膚を覆う布は外

環境条件で平衡状態にあるとする。空隙の湿度は、皮膚を布で覆った直後から平衡状態に達するま

で、時間の関数として計算する。ここで、予測計算のために。水分移動特性を記述するパラメータ

として、①皮膚から空隙への発汗,②空隙から布への吸湿.③布から外環境への放湿、R空隙から外環

境への拡散が必要である。それらを求めるため、発汗シミュレーション実験、布の吸放湿速度を求め

る実験、環境の湿度変化に伴う布の水分率の測定を行う。一一方、各種繊維素材の異なる布を用いて、

熱･水分同時移動を観測するため、実際の着衣系をシミュレートした発汗模擬皮膚を用いる簡単な実

験で空隙の温湿度を実測し、予測の妥当性を検証する。

　(結果)衣服内湿度を予測する理論式を外環境条件が異なる場合の各種の繊維織物に適用すること

により、予測計算値と実験値に良好な一致が得られ、衣服内湿度の予測式の妥当性が確認された。

また、これらの衣服内湿度の予測値は着用経験と一致することが認められた。
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